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c 熱帯野菜・ イルス病
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1 . 目 的
キツのCTV保毒状況調査及びバナナのウイルス病様症

状からのウイルスの検出を行った。

熱帯・亜熱常では，近年食生活の向上にともない，

各種の果実は需要が増大し，かつ農家換金作物として

重要性が増している。熱帯・亜熱帯に栽培されている

果樹は極めて多様で，それらに被害を与えている病害

も多いと予想されるが，十分に明らかにされていない。

しかしながら，カンキツ，パパイヤ等にはウイルス性

病古による被害が顕在化しており，これが重要な生産

阻害要因の一つとなっている。プロジェクト研究「カ

ンキツ・パパイヤ等熱帯果樹ウイルス性病害の生態解

明」では，これらウイルス性病害について被害発生の

実態を把握するとともに，伝染様式及び発生生態の解

明，抵抗性品種育成のための基礎的研究，弱毒ウイル

ス利用等による再感染防止技術の開発等を行って，生

物的防除技術を主体とする総合防除技術の開発を図る

ことを目的としている。今回の出張では，カンキツの

病害の中で最も重要な病害の一つで，南アフリカ，イ

ンド，中国本土，台湾，タイ，インドネシア，フィリ

ピンなどで発生し，大きな被害を与えているカンキツ

グリーニング病について，タイ及びマレイシアにおけ

る発生状況と被寓実態の調査，本病の病原体 (GO)の

収集と病原性の評価，GO検出技術確立のための GOの

単離・増殖，また重要なカンキツウイルスであるカン

キットリステザウイルス (CTV)についてタイのカン

2. 結果の概要

1) タイにおけるカンキツグリーニング病の発生状

況

調査を行った16県のカンキツ園では，発生程度に差

こそあったが，全ての県においてカンキッグリーニン

グ病の発生が認められた。とくに主要栽培品種である

Som Keowanにその発生が多く，激しい症状を呈して

いた。 KhaokoHighland Research Station及びNan

Horticultural Experimental Stationの品種保存園で

栽培されている外国からの導入品種への本病の発生は，

媒介昆虫ミカンキジラミによる伝搬が急速に起こって

いることを物語っている。また，タイ南部のNeckorange 

やSpecialmandarinの新植園では，本病の症状が出始

めており，これは北部タイのナン県などで取木法によ

り繁殖された汚染苗木による蔓延と推定された。一方，

Som Keowanの多くが罹病しているのに対して，ほと

んど全てのブンタンには本病の病徴は認められず，タ

イのブンタンがタイに発生する GO系統に抵抗性を保

持していることが明らかとなった。また，台湾やフィ

リピンで報告されているブンタンを侵す GO系統がタ

イではまだ発生していないことが明らかとなった。
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2) マレイシア・カメロンハイランドにおけるカン

キッグリーニング病の発生状況

海抜1,450mのTanaRataにある MARDIカメロン

ハイランド試験場のカンキツ園では，中国由来のマン

ダリンにグリーニング病の発生が認められた。しかし

ながら，日本から導入されたウンシュウミカンや森田

ネーブル，アメリカ合衆国から導入されたトロビタオ

レンジにはグリーニング病の病徴はみられず，また，

本病の媒介者であるミカンキジラミ Wiapharinacitri) 

も観察されなかったことから，本病の自然伝搬は起こ

っていないか，仮に起こっても極めて低率であること

が推測された。これは定期的な殺虫剤散布や大量の降

雨によるミカンキジラミの卵や幼虫の流亡によって媒

介昆虫の生息数が低下しているためと思われた。

一方，海抜900~1100mのBertamValleyにある一

般農家のカンキツ園では，中国系のマンダリン，タン

カン及び在来のマンダリン (LimauLangkat)にグリ

ーニング病の病徴がみられ，これらへの媒介昆虫の寄

生も観察された。ある園では，17年生の LimauLangkat 

が激しく侵され，ほとんどの樹が枯死もしくは枯死寸

前であった。別の固では，アメリカ合衆国から導入さ

れたスイートオレンジやMARDI由来のウイルスーフ

リーのマンダリンが，隣接する本病罹病マンダリン園

に近い樹から少しずつ症状を現わしており，隣接園の

マンダリンが伝染源となって徐々に周囲に広がってい

ることが明らかになった。

3)カンキツグリーニング病株の収集と病原性の評

価

同一園内で病徴の程度を異にする発病樹から相対的

に病徴の程度の激しいもの，中程度のもの，軽いもの，

また外観健全なものを選抜し，これらの緑枝を用いて

感受性品種であるマンダリン実生苗 (Szinkom)に接

木接種を行い，網室内で管理して病徴の種類やその程

度を調べた。収集した32株のうち，接種が成功して病

徴が発現した 8株は採集樹の病徴の軽重にかかわりな

< Szinkom実生苗に生育阻害と葉の黄化を生じ，それ
らの程度に差は見られなかった。

4) カンキッグリーニング病病原の簡易検出技術の

確立

① GO単離のための無毒ミカンキジラミの飼育を

行った。タイ農業局構内に栽植されているゲッ

キツ樹より，卵及び1~3令幼虫を採集し，ゲ

ッキツ実生苗上で飼育した。

② 無毒のミカンキジラミを用いて GOをカンキ

ツ苗に単離し，ネナシカズラを用いて増殖用梢

物であるニチニチソウヘ移した。つづいてこれ

をニチニチソウヘ接木接種して GOの増殖を図

つ

③ 日本において GOの検出技術（モノクローナ

ル抗体法，ポリクローナル抗体法及びDT¥Aプロ

ーブ法など）を確立するために，罹病植物（罹

病カンキツ穂木及び罹病ニチニチソウ）の輸入

を行った。

5) カンキットリステザウイルスの保毒状況

タイにおけるカンキツトリステザウイルス (CTV)

の被害については明らかでなく，本ウイルスの検定植

物にも利用されている manao(acid lime)が，媒介昆

虫であるミカンクロアブラムシが生息しているにもか

かわらず良好な生育を示している。しかしながら，本

ウイルスがカンキッグリーニング病と重複感染すると

それぞれの単独感染に比べて病徴が激しくなることが

報告されており，最近のカンキツグリーニング病の急

速な蔓延に伴い，本ウイルスも看過できない状況であ

る。そこで前述の調査園からグリーニング病罹病樹も

含めた255樹の成葉を採集し，日本産のCTV抗血清か

らClarkand Adams (1977)に従って作製した酵素結

合抗体を用いてエライザ検定を行った。その結果，ブ

ンタン， Neek orange, 実生樹を除いたカンキツ樹の

ほとんどがCTVを保毒しており，とくに SomKeowan 

が高い保毒率 (98%) を示していた。しかし，保毒率

がmanao:2/12, ブンタン： 1/145, Neck orange: 

0/11, 実生樹： 0/7という結果から， CTVの自然伝搬

の発生頻度が非常に低いことが推測された。

6)バナナのウイルス性病害について

タイにおけるバナナの菌類病については，既に詳細

な調査が行われており， Fusariumwilt, Sigatoka leaf 

spotが重要病害であることが明らかにされている。し

かしながらウイルス病についてはほとんど調査がなさ

れておらず，諸外国で重要病害として報告されている

Banana bunchy topについてもその発生の報告がない。

そこで，バナナのウイルス病様症状の発生調査と banana

bunchy top virus及びbananainfectious chlorosisの

病原である cucumbermosaic virusの検出を行った。

調査を行った12県のバナナ園では，多くのバナナに

葉脈の黄化や緑色条線，萎縮症状が観察されたが，

Banana bunchy topの典型的な病徴はほとんど観察さ

れなかった。台湾大学の HongJi Su教授から分譲を

受けたbananabunchy top virusのモノクローナル抗
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体を用いて，罹病植物の部位別のウイルス濃度を比較

したところ，第 2葉，第 3葉及び根が高いエライザ値

を示し，検定にはこれらの部位が適していることが明

らかになった。タイ国各地から収集したバナナの第 2

葉を供試して，検出を行ったところ， 97検体中13検体

が陽性となり，タイにおける bananabunchy top virus 

の発生が確認され，その分布も広いことが明らかにな

った。また，カンナや野生のショウガ及びbananabunchy 

top virus O)媒介昆虫として報告されているバナナアブ

ラムシの寄主植物であるサトイモがエライザ検定陽性

となり，今後， これらの植物の本ウイルスの蔓延に果

たす役割を明らかにする必要がある。

cucumber mosaic virus普通系のポリクローナル抗

体を用いて間接エライサ法でBananainfectious chlor・ 

osisの病原である cucumbermosaic virusの検出を行

ったところ，供試したバナナ29検体のうち 9検体が陽

性であり，タイ国のバナナがcucumbermosaic virus 

を保毒していることが明らかになった。
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